　　今月の樹「ムクゲ」
「道のべのむくげは馬にくわれけり」（野ざらし紀行）これは松尾芭蕉が１６８４年に東海道を馬上で旅し、静岡県掛川付近の峠を越えるときに詠んだ馬上吟とされる。この時代、既にムクゲは街道沿いの垣根などにも多く植えられていたことが伺えるし、一昔前までは少し郊外に出れば小川の岸や、野辺の道などで良く見かけられた身近な花であった。しかし、最近では郊外の野山の宅地化や農村部でも河川改修や耕地整理とやらで近郊の野山では見ることも少なくなった。
ムクゲ（Hibiscus syriacus英名　Rose of Sharon）はアオイ科、フヨウ属の落葉低木で、原産地は中国と言われているが、日本国内では、奈良県熊野川沿いに野性化したムクゲの一部が自生しているとの報告もある。現在では中緯度の世界中の国々で広く栽培されている。よく分枝し、樹皮は繊維が強く折れ難い。葉は互生し、ほぼ卵形で長さ４～１０ｃｍ、浅く３裂し、少数の粗い鋸歯があり、裏面に短毛と星状毛が散生する。葉柄は７～２０ｍｍで星状毛や曲がった短毛が密生する。夏から秋にかけて葉腋に径５～１０ｃｍの花（原種は紫紅色で一重の花とされる）をつける。ガクは鐘型で５裂し、星状毛が密生する。花弁は一重種では５枚、雄しべは多数で花糸は合生して筒状になる。雌しべは１本で、花柱は花糸を貫いて上にでる。多くの園芸品種が生み出されており白、紫、赤などの美しい花をつけので、 薬用のほか、鑑賞用に多く植栽されている。

根が横に広がらないため、比較的狭い場所に植えることができる。 刈り込みにもよく耐え、新しい枝が次々と分岐する。そのため、庭の垣根に利用されることもある。 自然樹形は箒を逆さにしたようになる。 栽培されているものはよく剪定されてしまうため、高さは3-4mくらいのものが多く、灌木であると誤解されるが、放置すると10m以上の樹高になり、桜の木よりすこし小さいくらいの大きさになる。
花芽はその年の春から秋にかけて伸長した枝に
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次々と形成される。 白居易（白楽天）の詩の誤訳から一日花との誤解があるが、朝花が開き夕方にはしぼんでまた翌朝開く。一重のもので2-3日、八重の長く咲くもので2週間くらい一輪の花を楽しめる。朝に花を開くことから古くは「朝顔」とも言われていたが、現在の標準和名のムクゲは漢名「無窮花」あるいは韓国のムグンファからの転化とされる。植物学では木槿（ムクゲ）と当て字をして読むのを和名としている。
・有用植物としてのムクゲ

日本では夏の御茶事の生け花として飾られたり、庭木としても広く利用されている。また、生薬として樹皮を乾燥したものは木槿皮（もくきんぴ）、槿皮（チンピ）という生薬である。抗菌作用があり胃腸薬や水虫など皮膚炎の薬に配合される。また、花を乾燥したものは木槿花（もくきんか）、槿花（チンファ）という生薬である。皮膚炎、胃腸炎、下痢止め等に用いられる。
ムクゲば隣国「韓国」の国花に選ばれているが、本種が痩せた土地でも育ち長期にわたって次々と花を咲かせ、一株で千個以上の花をつける・・この様な生き様が民族の強靭な精神力、国家の発展と繁栄を象徴しているとして選ばれたとされている。
なお、ムクゲが属するアオイ科には南国を代表するハイピスカス（属名ですが）の他、フヨウや淡路の成ケ島に自生し黄色の花をつけるするハマボウ、奄美・沖縄の海岸に見られるオオハマボウ等があります。

